
9月議会が9月5日から9月29日まで開催されま

した。

9月補正予算は、一般会計で94億7,671万円で、

累計では2,158億2,873万円(対前年度比103.8%）
になります。全会計では、累計4,340億1,501万

円(対前年度比104.3%)になります。

【主な予算】

新型コロナウイルス感染症対策関連経費
9億5,162万円

・物価高騰対策経済支援事業費 4億7,594万円
水道料金の基本料金2か月

分(1,980円 1～2月の検針1回

分 一般家庭全世帯、企業・

事業所等約235,000件)を市が
負担。

小中学校給食費1カ月分無料 2億5，375万円
食料品価格高騰の影響を受けて

いる子育て世帯の負担軽減を図る
ために、小・中・支援学校給食費

の1カ月分(12月を予定)を支援。

新型コロナウイルス感染症対策関連経費の累
計は991億7,084万円

まびふれあい公園整備事業費
3,550万円

まびふれあい公園の整備工事費の追加。

倉敷第一中学校仮設校舎設置事業費
【債務負担行為 8,448万円】

生徒数の増加に伴い、教室

不足が見込まれる倉敷第一中

学校に仮設校舎(2教室)を設置。
【借上期間】2024.4～2029.3

日本夜景遺産認定PR事業費 80万円
日本夜景遺産に認定さ

れている倉敷美観地区、

鷲羽山、鷲羽山スカイラ
インを活用し、夜景のま

ち倉敷をPRするためのWE

Bサイト制作委託料。

浸水対策事業費 2億1,250万円 浸水被
害から市
民の皆さ

んの生命・

財産を守

るため、
排水機場

の改修や、

河川、水

路の改修
や浚渫を

行う経費。
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〒712-8046 倉敷市福田町古新田781-8 ℡(090)3881-5228 Fax450-0556 Email:saitotakejiro@gmail.com 倉敷市コールセンター086-426-3030(毎日 8時～21時))

福田呼松第一排水機場 倉敷川

西部排水路 道口川



倉敷市は8月28日から、倉敷市役所障がい福

祉課、児島・玉島・水島保健福祉センター、真

備保健福祉部、庄支所、茶屋町支所、船穂支所、
倉敷市保健所で、ヘルプシール配布をスタート

しました。

ヘルプシールは、障がいのある方が日頃感じ

ている「理解してほしいこと」や「配慮してほ
しいこと」を言葉にしたコミュニケーション支

援シールです。

武次郎が7月にヘルプシール配布を要望して
いたものが、実現しました。

こども家庭庁は、2023年4月1日現在の保育所

待機児は、全国で2,680人で前年比264人の減少

と発表しました。6年連続で減少し、統計を取
り始めた1994年以降で最少となりました。

保育所整備が進んだほか、小学校就学前の子

どもが減少したことが要因と分析されています。

倉敷市の待機児は18人で対前年10人減少です
が、全国ワースト43位(昨年は22位)と前年より

は改善したものの、まだ厳しい結果でした。

一方、倉敷市の待機児童率(待機児数/入所申

請人数)は、0.15%(昨
年は0.23%)と、他の待

機児が多い自治体と比

べても低いです。待機
児ゼロに向けて、更な

る取り組みを求めます。

不登校の子どもの保護者から「フリースクー
ルの情報が入らない」との相談をいただき、倉

敷市内のフリースクールや通信制高校等のネッ

トワークづくりに取り組んでいます。
フリースクール関係者と不登校の子どもの保

護者との意見交換会を開催しました。意見交換

会で提案された、フリースクール情報のSNSで

の発信もスタートしました。
また、2月17日(土)13時30分～、ライフパー

ク倉敷で、県内初となるフリースクール合同入

所説明会&不登校相談会の開催を準備中です。
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ヘルプシール一覧

フリースクールと不登校保護者の意見交換に参加する武次郎

フリースクール・通信制高校関係者と意見交換

フリースクールについてのご意見をお聞かせください



通常学級に在籍する小中学生の

8.8％に学習や行動に困難のある

発達障がいの可能性があること
が文部科学省の調査でわかりま

した。

11人に1人程度は、特別な支援

が必要あることになります。支
援の充実が課題です。

ある専門家によると、特別支

援学校や特別支援学級に在籍す

る小中学生を加えると、12～13
％に発達障がいの可能性がある

のではないかと言われています。

この調査は10年毎に行われ、2
002年は6.3％、2012年は6.5％で

した。この10年間で2.3ポイントも増加したことに

なります。

今回の調査で発達障がいの可能性があるとさ
れた小中学生のうち、通常学級に在籍したまま

必要に応じて別教室などで授業を受ける「通級

指導」を利用していたのは10.6％でした。

倉敷市内の通級指導教室は小学校7校と中学校
5校(内、4校はサテライト校)しかありません。

通級指導教室がない学校の児童生徒は、保護

者が他の学校まで送迎する必要があり、大きな
負担になっています。通級指導がもっと利用し

やすい環境にする必要があります。

また、教室内の座席の配置や本人の習熟度に

応じた課題など、教員による「授業での個別の
配慮・支援」を受けていない児童生徒も43.2％
もいたことがわかりました。教員の発達障がい

に対する研修の充実が求められます。

市役所からの情報もSNSで発信されることが多

くなっています。
そして、多くの方がスマホを持っています。

スマホを上手に活用すれば、お得な情報も得

ることができます。しかし、使い方が分からな

い方も少なくありません。
そこで、斎藤事務所で、『初心者のためのス

マホ教室』を総論、FaceBook編、Twitter編、I

nstagram編、LINE編に分けて開催しました。
スマホを便利に活用して、豊かな生活を送り

ましょう!

通学路改善に向けて要望活動を続けています。

交通安全対策協議会の皆さんを中心に、要望書

を提出するとともに、警察、市役所職員と一緒
に現地調査

を行いまし

た。
危険個所

が改善され、

子どもたち

が安全に登
下校できる

るように頑

張ります。
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発達障がいについてのご意見をお聞かせください

学年別発達障がい

の可能性割合

通学路改善箇所を現地調査する武次郎

通学路改善要望書を提出する武次郎

斎藤事務所で開催した『初心者のためのスマホ教室』

武次郎HP【出典元:障がい者としごとマガジン】 武次郎のSNS
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発達性ディスレクシア(読み書き障がい)の早期発見・早期支援についてのご意見をお聞かせください


